





















































































































313 ｝中に天竺国の人にして、 江南に至る者あり。数術を善くし、 能く舌を截ち、 断を続け、 火を吐き、








二十九、難陀、呪明を結集す龍樹の弟子にして 能く呪明を伝うる者、 難陀 ｛
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』 （ 『呪賊呪法経』 、これと同本か
）（（
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～｝ （法正） 、 西域の人なり。太元六年 ｛


























』 ・ 『孔雀王呪経』 ・ 『七仏所結麻油述経』 ・ 『大神母結誓呪経』 ・ 『伊洹法願神呪経』 ・ 『解日




































































397 ｝ 、 建康に遊び、
行間に経を訳す。後に終る所を知らず。

































































421 ｝に訖るまで、 揚都、 及び廬山に於て、 経を訳す。元嘉六年｛
429 ｝ 、 泥洹
｛
nirvān






































の胎金両部 四仏、これと あるいは合し、あるいは合さずといえども その権輿、すなわち実に ここにあり。
②観仏法



































































ただ、 旧訳の教主、 盧舎那なり。 新訳 これを毘盧舎那と謂う。 毘の義、 すなわち遍なり。 盧舎那の義、 すなわち照なり。











itavaśavartina ｝ 、各一会） 、これなり。
⑥三界の諸天










































akanis・t・ha ｝ なり。曰く、 無色界に四あり。すなわち空無辺処 ｛








四天王天、 須弥山の半ばにあり。 忉利天、 その山頂にあり。 爾余の諸天、 層層としてその上に位す。 皆、 雲に憑りて住す。





































































































































































（24）『安宅陀羅尼呪経』の名は『出三蔵記集』 、 『開元録』 、 『貞元録』のいずれにも見あたらない。しかし、 『出三蔵記集』には、 「七仏安宅神呪」 （







（26）『辟除賊害呪経』の名は、 出三蔵記集』で「呪賊一巻（或いは辟除賊害呪と云う） 」 （
T.vol.55, p.31c ）とあり、

























































































































































o.417 ） 、支婁迦讖訳『般舟三昧経』 （
T. vol.13, N
o.418 ）など
（68）『仏説観仏三昧海経』
T. vol.15, p.653c ）
（69）同右
T. vol.15, p.679a ） 、大正蔵では巻七。
（70）『大方広仏華厳経』 （
T. vol.9, N
o.278 ）
（71）『出三蔵記集』
T. vol.55, p.61a ）
（72）『大方広仏華厳経 （
T. vol.10, N
o.279 ）
（73）『長阿含経』 （
T. vol.1, pp.135c
～
136a ）
（74）『起世因本経』
T. vol.1, p.403b ）
（75）『三界差別』と題する経典は見あたらない。あるいは『分別善悪報応経』 （
T. vol.1, pp900c
～
901a ）を指すか？
（76）『阿毘達磨倶舎論』 （
T. vol.29, p.41a ）
（77）『阿毘曇心論』
T. vol.28, p.826b ）
（78）『阿毘達磨大毘婆娑論 （
T. vol.27, p.424c, p.518a, p.691c, p.766a ） 
